
様式第2号(第10条関係) 

 

会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

１ 開催した会議の名称 

   第２回上浦地域振興審議会 

 

２ 開催日時 

   令和元年７月30日（火） 19時00分から20時45分 

 

３ 開催場所 

   佐伯市上浦大字津井浦1400番地３ 

   佐伯市上浦振興局 １階 市民休憩室 

 

４ 出席者 

   （地域振興審議会委員） 

     会長 山矢 隆彦  副会長 鰐石 朝子 

     委員 岩崎 由紀子、河野 亜紀、木村 竜也、野田 郁子、森﨑 秀信 

  （委員１０名中７名出席） 

   （総合政策部） 

政策企画課 総括主幹  安藤 正充 

      副主幹   清田 甲生 

   （地域振興部） 

     地域振興課 課長    狭間 輝男 

（上浦振興局） 

     振興局長兼地域振興課長 内田 浩 

課長補佐兼総括主幹   中河 良浩 

総括主幹        管  正晴 

 

５ 公開、非公開の別 

   公開 

 

６ 傍聴人数 

   ０人 

 

７ 議題及び結果 

  （１）第２次佐伯市総合計画の進捗管理について（政策企画課説明） 

ア 進捗管理の概要について 

   この計画は作って終わりではなく、毎年PDCAマネジメントサイクルで適正

に進捗管理をしていく。今回は、平成30年度に実施した取組について振興審



議会に報告するもの。 

イ ＰＤＣＡサイクルについて 

   現段階は平成30年度に実施した政策・施策・事業を内部検証し、その検証

結果を各地域振興審議会に報告している。今後は議会等にも報告し、その結

果を翌年度の事業指針に意見反映させ、次年度予算を編成し計画達成に向け

事業を実施していく。 

   計画→実行→検証→改善という流れで計画を進めていく。 

 ウ 今後のスケジュールについて 

    7/16～31 各地域振興審議会で評価審議 

    8/30 総合計画審議会開催 

    9月下旬 各審議会会長と市長との意見交換会の開催 

 

（２）施策評価調書について（上浦振興局説明） 

   施策名「マグロ養殖と花の咲くまち かみうら」について、平成30年に実施

した取組内容とその成果、令和元年度に実施している事業と実施予定の具体的

な取組について説明。 

   目標指標としている内容(河津桜、ジャカランダの植樹本数)の実績値とそれ

に対する評価、重点プロジェクトの具体的な実施状況を説明。 

   上浦地域総合評価と今後の施策展開について説明。 

（３）その他 

  上浦地域に限らず、全体の政策評価調書について意見交換をおこなった。 

 

８ 審議の内容 

協議事項説明の後、主な発言内容は以下のとおり。 

   ○「瀬会海岸に砂を入れてビーチバレー」は、海岸の形状、実施主体、事

業需要、維持管理等を考えると当面保留でいいのではないか。 

○瀬会海岸休憩所(旧海鮮レスト橘)を有効な利活用を考えたらどうか。使

用をしたい人が自ら改修等をするようにしたら借りたい人は多くあるの

ではないか。解体するにしてもコストがかかるのであれば、有効利用さ

せるために、改修する初期投資の分だけでも市が応援できないか。 

   ○以前は、瀬会のバンガロー指定管理募集において、マリンスポーツ等で

の集客事業を要綱に入れていた記憶がある。市が集客事業等を募集要項

に記載しているのであれば、市としても指定管理者に指導が必要かもし

れない。 

   ○巡回診療の利用者が少なく、認知度が低い。もっと広く周知できない

か。大内クリニックにかかっていた患者へのフォローができないか。 

 誰も受診しない場合の診療報酬等を市として対応できないか（受診が少

ない場合の先生の負担が大きい。いつまでも善意では成り立たないので

はないか。）地域の診療所、医師の確保は重要案件であるため、周知を

徹底することを望む。地区回覧の内容は字が多く、読みづらい。周知方



法を工夫すること。最終的には旧大内クリニックの施設での診療を求め

たい。 

   ○佐伯市管内において、大分バスとコミュニティバスの料金の不均衡を是

正できないか（地域間格差解消）。最勝海地区では、高齢者が病院に行

くにあり、病院代とバス代で1回5,000円かかる。大分バスへ市補助金が

出ていると思うが、路線ごとの補助率の検討(市中心部への交通費の調

整)も必要ではないか。乗り合いタクシー導入も検討の１つ。 

   ○今年度「豊後二見ヶ浦」のＰＲポスターを作成したが、エンドレスディ

スカバリージャパンの国際認証承認とインスタにリンクするＱＲコード

を添付している。ワールドカップラグビーに併せて外国の方にも周知で

きるよう観光協会に英語対応できるよう依頼している。県庁や空港に掲

載承認は得ている。クルーズ船も来るのでどんどんアピールして欲し

い。 

   ○「かみうら食まつり」はいつ開催か。ＣＴＳのコーナー(さいきっちプ

ラス等)での広報ができないか。 

○移住実績が上がっているのがすごい。空き家をもっと活用すべき。 

   ○インバウンドの施策の中で、現在の情勢の中で、韓国の方の来訪者が

減っていくだろう。オルレの集客も影響が出ると思われる。 

    クルーズ船も最初の寄港が重要であると思うが、タクシー業界の対応が

重要になると思う。 

○上浦地域では毎年「トライアスロン大会」が開催されているが、沿道で

応援する人が少なく寂しい。応援できる工夫ができないか。県外からの

参加者も多いので、もっとＰＲしたらどうか。 

 

９ 会議の資料名一覧 

   第２次佐伯市総合計画の進捗管理について 

令和元年度 佐伯創生推進総合対策事業 

 

10 問い合わせ先 

  担当課  地域振興部 上浦振興局地域振興課 地域振興係 

  電話番号 ０９７２－３２－３１１１ 


